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近畿地方整備局 流域図 

【二津野ダム】 

十津川第二発電所 
放水口 

十津川第一発電所
放水口 

中流域の熊野本宮大社旧社地から熊野速玉大社までの
約34kmが「川の参詣道」として世界遺産に登録 

熊野速玉大社 

熊野本宮大社旧社地 

南桧杖 

（撮影日：平成26年11月5日） 
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宮井 

重里 

五百瀬 

上野地 

北山川 
おもな濁度観測地点 

志古 

九重 



近畿地方整備局 

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 

流域対策【直轄砂防事業】(当初実施予定分) 

流域対策【直轄治山･砂防､各県治山･砂防】 

施設改良 風屋ダム 濁水フェンス 

取水設備改造 

二津野ダム 濁水フェンス 

運用変更 

実施予定の対策とスケジュール 

流域対策 
施設改良 

運用変更 

■崩壊地対策と河道への土砂流出防止 
 →事業主体：国交省、林野庁、 
         三重県、奈良県、 
         和歌山県 
 
■河道内（貯水池含む）堆積土砂撤去 
 →事業主体：国交省、 
         三重県、奈良県、 
         和歌山県、電源開発(株) 
 

■濁水フェンス 
 →事業主体： 
  電源開発（株） 
 
■取水設備改造 
 →事業主体： 
  電源開発（株） 
 
 

■運用改善 
（濁水早期排出、清水貯留期間延長） 
 →事業主体：電源開発（株） 
 
■支川清水の活用の検討 
 →事業主体：電源開発（株） 
 
■発電運用の変更 
 →事業主体：電源開発（株） 
 
 
 

風屋ダム 二津野ダム 

 
 
■濁水フェンス 
 →事業主体： 
  電源開発（株） 
 
 
 

■スケジュール 

■関係機関で実施予定の対策 

（運用中） 

※流域対策の完成年度は風屋ダム上流域の事業完成年度を示す。 
 
※フェンス設置後のモニタリング結果等を踏まえつつ、風屋・二津野ダムの施設改良が完了するまでの期間においても、下流濁度の低減を図る。 3 

（運用中） 

完成 

完成 

完成 

             完成 

完成 

検討・対外調整が終了次第適宜実施、モニタリングを行いながら運用改善（PDCAの継続）  

平成23年12号台風まえの状況に戻すため、次の対応を行う。 



近畿地方整備局 モニタリングによる効果の評価と改善 

①流域対策、施設改良の進捗状況と運用変更の実施状況について各機関から報告 
②直近1年間の濁度の状況と対策による効果の評価 
③上記結果を踏まえ今後実施する流域対策、施設改良、運用変更の確認 

■モニタリングのポイント 

 これらの対策を実施することにより、平成23年台風12号災害以前の状態まで濁水を低減できる（十津
川第一発電所及び第二発電所放水口地点で濁度20を下回る日数で比較）ことがシミュレーションより確

認されたが、濁水の発生は毎年の出水状況と河川や流域の多くの要因が影響するため、全ての対策が終
了するまで、定期的にモニタリングを実施し、必要な改善措置を行う。 

※なお、大規模出水があり検討が必要な場合は随時実施 4 

各年度当初に上記➀③の対応について報告 

出水期の後に上記➀➁③の対応について報告 

■モニタリングの時期 

（運用中） 

（運用中） 

運用開始(H27.4.27) 

運用開始(H30.6) 

運用開始(H28.3.31) 

【風屋】濁
水フェン
ス＋運用
変更の効
果 

【二津野】
濁水フェ
ンスの効
果 
 

流域対策
【直轄砂
防事業】 
特定緊急
砂防事業 
終了後の
効果 

【風屋】取
水設備改
造の効果 
 
 

流域対策の進捗状況を踏まえた効果 
 

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度 

流域対策【直轄砂防事業】(当初実施予定分) 

流域対策【直轄治山･砂防､各県治山･砂防】 

施設改良 風屋ダム 濁水フェンス 

取水設備改造 

二津野ダム 濁水フェンス 

運用変更 

流域対策
完了後の
効果 
 
 

完成 

完成 



近畿地方整備局 対策効果の評価方法（イメージ） 
【流域対策の効果】 

【貯水池対策の効果】 
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【流域＋貯水池対策の効果】 上野地・五百瀬・重里における
濁度の状況を、類似した降雨
条件で比較 

風屋ダム・二津野ダムで、フェンス上下流での濁度
の状況や清水層形成状況（厚さや期間）を比較 
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【流域＋貯水池対策の効果】 

十津川第一発電所放水口・十津川第二発電所
放水口における濁度の状況を比較 
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近畿地方整備局 
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(注)H29/7/14～9/10は、

異常値の可能性あり（濁度計のレンズに藻が付着）

上野地上流域 降雨状況 

注 濁度は電源開発（株）16時データ 
（一部手ばかりデータを使用） 
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降雨状況と濁度の関係（上野地） 

上野地

五百瀬

風屋ダム

二津野ダム

宮井

重里

南桧杖

相賀

注 流域雨量はティーセン法による算出値 

上野地濁度状況 

※１ 平成２９年及び平成３０年（3月末まで整理）において、降雨時に高い濁度が確認された。 
※２ 同期間において、降雨後の濁度の低減後は、濁度2～4程度の低い値を連続して観測。 
※３ 濁度20以上となる年間日数は経年的に減少傾向 ： H27年104日 ＞ H28年98日 ＞ H29年51日 
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近畿地方整備局 
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神納川流域 降雨状況 
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降雨状況と濁度の関係（五百瀬） 

上野地

五百瀬

風屋ダム

二津野ダム

宮井

重里

南桧杖

相賀

注 流域雨量はティーセン法による算出値 

五百瀬濁度状況 

注 濁度は電源開発（株）16時データ 
（一部手ばかりデータを使用） 

※１ 平成２９年及び平成３０年（3月末まで整理）において、降雨時に高い濁度が確認された。 
※２ 同期間において、降雨後の濁度の低減後は、濁度2～3程度の低い値を連続して観測。 
※３ 濁度20以上となる年間日数は経年的に減少傾向 ： H27年163日 ＞ H28年123日 ＞ H29年100日 
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近畿地方整備局 
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降雨状況と濁度の関係（重里） 

上野地

五百瀬

風屋ダム

二津野ダム

宮井

重里

南桧杖

相賀

注 流域雨量はティーセン法による算出値 

重里濁度状況 

注 濁度は電源開発（株）16時データ 
（一部手ばかりデータを使用） 

20 

2 

※１ 平成２９年及び平成３０年（3月末まで整理）において、降雨時に高い濁度が確認された。 
※２ 同期間において、降雨後の濁度の低減後は、濁度2～3程度の低い値を連続して観測。 
※３ 濁度20以上となる年間日数は経年的に減少傾向 ： H27年106日 ＞ H28年75日 ＞ H29年71日 
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近畿地方整備局 
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降雨状況と濁度の関係（南桧杖） 

注 流域雨量はティーセン法による算出値 

南桧杖濁度状況 

上野地

五百瀬

風屋ダム

二津野ダム

宮井

重里

南桧杖

相賀

注 濁度は新宮市13時データ 

H29,H30 風屋ダム表面取水設備改造工事 

※１ 平成２９年及び平成３０年（3月末まで整理）において、降雨時及び早期排出時に高い濁度が確認された。 
※２ 平成２８年１１月から平成２９年５月の風屋ダム取水設備改造（Ⅰ期）工事実施中に高い濁度が観測された。 
※３ 平成２９年及び平成３０年（3月末まで整理）において、降雨後の濁度の低減後は、濁度1以下程度の低い値を連続して観測。  

H29,H30 風屋ダム表面取水設備改造工事 

※３ ※３ 

※２ ※２ 
※２ 

※２ 
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近畿地方整備局 
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南桧杖濁度20以上の日数 

災害前 災害後 

H23災害 

22日 
(6%) 

【17日】 

21日 
(6%) 

【18日】 

36日 
(15%) 

【23日】 

132日 
(36%) 

【71日】 

98日 
(27%) 

 【52日】 

60日 
(16%) 

【48日】 

55日 
(15%) 

【48日】 

濁度20以上 
年間日数 

（年間割合） 
【出水期の日】 

6/15～10/31 

92日 
(25%) 

【30日】 

十津川流域 
雨量(mm) 

2,128 2,247 2,861 2,202 2,855 1,864 1,918 2,062 2,410 

注 流域雨量は計算値 

注 日数は、新宮市による13時の濁度データをもとに集計 
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55日 
(15%) 

【29日】 

注 流域雨量はティーセン法による算出値 

風屋ダム 表面取水設備改造工事（貯水池内作業） 
 Ⅰ期 H28.11～H29.5.23（6月中旬に水位回復完了） 
 Ⅱ期 H29.11～H30.6月中旬（予定） 

2,294 

上野地

五百瀬

風屋ダム

二津野ダム

宮井

重里

南桧杖

相賀

Ⅰ期 Ⅱ期 

※４ 平成23年災害発生後以降、南桧杖地点で濁度20以上の日数は、経年的に減少傾向であったが、平成29年に増加した。 
・取水設備改造工事の影響が考えられたため、工事期間外の出水期の日数で評価し、減少または横ばい傾向であることが確認された。 

出
水
期
 

月雨量

20以上

日数

※４ 



近畿地方整備局 
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（上野地、五百瀬、重里地点） 
・平成２９年及び平成３０年（3月末まで整理）において、降雨時に
高い濁度が確認された。 

・降雨後の濁度の低減後は、概ね２～４程度の濁度であった。 
・平成２７～２９年の濁度20以上となる年間日数は経年的に減少傾
向であった。 

 
  データの収集期間が短いため推測の域は脱しないが、流域対策

の効果は発現されつつあると分析。 
  ひきつづきデータを蓄積し、効果を検証していく。 

濁度状況と効果の評価 



近畿地方整備局 

（南桧杖地点） 
・ 平成２９年及び平成３０年（3月末まで整理）において、降雨時
及び早期排出時に高い濁度が確認された。 

・ 平成２８年１１月から平成２９年５月の風屋ダム取水設備改造（
Ⅰ期）工事実施中に高い濁度が観測された。 

・ 平成２９年及び平成３０年（3月末まで整理）において、降雨後
の濁度の低減後は、濁度1以下程度の低い値を連続して観測。 

・ 平成23年災害発生後以降において、濁度20以上を記録した日数
は、経年的に減少傾向であったが、平成29年に増加した。 
 要因として取水設備改造工事の影響が考えられたため、工事期間
外の出水期の日数で評価し、濁度20以上を記録した日数は減少また
は横ばい傾向であることが確認された。 

 
データの収集期間が短いため推測の域は脱しないが、流域対策

および施設改良の効果は発現されつつあると分析。 
ひきつづきデータを蓄積し、効果を検証していく。 

濁度状況と効果の評価 
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近畿地方整備局 【参考】南桧杖地点における濁度状況 
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H21.1.1 H21.2.1 H21.3.1 H21.4.1 H21.5.1 H21.6.1 H21.7.1 H21.8.1 H21.9.1 H21.10.1 H21.11.1 H21.12.1

濁
度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成21年
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濁
度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成22年
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H23.1.1 H23.2.1 H23.3.1 H23.4.1 H23.5.1 H23.6.1 H23.7.1 H23.8.1 H23.9.1 H23.10.1 H23.11.1 H23.12.1

濁
度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成23年 （注）7/19,9/3～12,21,24は欠測

平均濁度：1.2 

平均濁度：1.5 

平均濁度：2.1 

平均濁度：2.4 

平均濁度：7.8 

平均濁度：14.8 

平均濁度：6.9 

平均濁度：6.1 

平均濁度：28.7 

平均濁度：9.2 

平均濁度：1.3 

平均濁度：62.1 

十津川流域雨量：347mm 

十津川流域雨量：454mm 

注 流域雨量は計算値 
 濁度は新宮市13時データ 

十津川流域雨量：198mm 

十津川流域雨量：433mm 

十津川流域雨量：858mm 

十津川流域雨量：849mm 

十津川流域雨量：703mm 

十津川流域雨量：721mm 

十津川流域雨量：2,347mm 

十津川流域雨量：580mm 

十津川流域雨量：378mm 

十津川流域雨量：388mm 
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近畿地方整備局 【参考】南桧杖地点における濁度状況 
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南桧杖 濁度（新宮市データ）平成24年
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度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成25年
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濁
度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成26年

平均濁度：16.8 

平均濁度：9.3 

平均濁度：4.0 

平均濁度：33.8 

平均濁度：18.2 

平均濁度：6.4 

平均濁度：27.2 

平均濁度：61.5 

平均濁度：53.5 

平均濁度：29.1 

平均濁度：20.2 

平均濁度：14.9 

注 流域雨量は計算値 
 濁度は新宮市13時データ 

十津川流域雨量：442mm 

十津川流域雨量：319mm 

十津川流域雨量：351mm 

十津川流域雨量：727mm 

十津川流域雨量：583mm 

十津川流域雨量：374mm 

十津川流域雨量：878mm 

十津川流域雨量：747mm 

十津川流域雨量：1,047mm 

十津川流域雨量：432mm 

十津川流域雨量：479mm 

十津川流域雨量：474mm 
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近畿地方整備局 
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濁
度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成29年

【参考】南桧杖地点における濁度状況 
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度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成27年
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濁
度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成28年

平均濁度：6.3 

平均濁度：6.8 

平均濁度：21.3 

平均濁度：8.7 

平均濁度：18.7 

平均濁度：51.0 

平均濁度：16.1 

平均濁度：5.7 

平均濁度：11.2 

注 流域雨量は計算値 
 濁度は新宮市13時データ 

十津川流域雨量：375mm 

十津川流域雨量：357mm 

十津川流域雨量：245mm 

十津川流域雨量：714mm 

十津川流域雨量：889mm 

十津川流域雨量：1,370mm 

十津川流域雨量：846mm 

十津川流域雨量：403mm 

十津川流域雨量：423mm 
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十津川流域雨量：582mm 十津川流域雨量：660mm 

平均濁度：26.2 平均濁度：18.8 平均濁度：25.9 

十津川流域雨量：806mm 

風屋ダム取水設備改造 
貯水池内作業（Ⅰ期） 

風屋ダム取水設備改造 
貯水池内作業（Ⅱ期） 

風屋ダム取水設備改造 
貯水池内作業（Ⅰ期） 貯水位回復中 



近畿地方整備局 
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濁
度

南桧杖 濁度（新宮市データ）平成30年

【参考】南桧杖地点における濁度状況 

平均濁度：5.4 

注 流域雨量は計算値 
 濁度は新宮市13時データ 

十津川流域雨量：348mm 
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風屋ダム取水設備改造 
貯水池内作業（Ⅱ期） 
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